
H日システムの作業工程

11旧 塗膜の確認および脱脂

●旧塗膜が硬化不充分の場合や、ラッカー系塗膜の場合、上わヽら
パテ付けを行しヽますとエッジ部分にチヂミを生じるので、ラッカー

シンナーを浸み込ませたウエスで表画をこすり、溶解性を判断
するのも ]つの方法。

●損傷部のワックス分や汚れはあらか じめ除去 しておく。

●損傷部の旧塗膜をはがし、

鋼板画を出す。
●凹画|よパッドをたてる。
●1国塗膜がラッカー系の場合、

パテが旧塗膜にかぶさら

なしヽよう、広めに剥離する。

●剥離した周辺塗膜をさらに

3C冊幅できれいにはが し、

基準画をつ くる。
●同時 にP60ペ ーパーの

目消 しを行 う。

工具 :ウエス
材料 :ラッカーシンナー

0160030プ レソルベントまたは
016003]プ レソル3]
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シングルアクションサンダー/八 十 ドパッド
P60-―P80ぺ  /て一

ダブルアクションサンダー/八 ― ドパッド
P80ペ ーパー
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ダブルアクションサンダー/八 ― ドパッド
P80^ヤP]20ペ ーーパー

軽量タイプパテ

工具 :ヘラ 定 盤
材料 !05フライン ロ ツククイックパテシリーズおよびロック

イージーパテ、ロック軽量飯金パテ等
〔配合比 主斉」!硬化剤=]00!2(重 曇比)〕

ダブルアクシ∃ンサンター (オービタルサンダー)
/ 八― ドパッド
P8①ペーパー

●一回目|よ鋼板画にしこき

付けを し、その後数回に

分けてパテ付けする。
●空気の素穴をつ くらない

ように注意する。
●シンナーで溶|ナる旧∃摸に|よ、

パテをかぶせて|よいけない。
●乾燥 i常 乾30分 以上
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旧 塗 膜 剥 離

基 準 面 作 り

基準面

フ ェザーエ ッジ

●1国塗膜音「分に3側～5c mの

フェザーエッジをつくる。 フェザーエッジ

パテ研磨 (粗落し)

中ペ

●鋼板基準画に沿つておおよ

その面出しを行う。
●塗装面より研ざ過ぎない

こと。



パテ研磨 (面出し)

と2-す

●手作業によ り歪を確認 し

ながら画出 しを行う。
●ガイ ドコー トを使用すると

効果的。
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手研ぎファイル
P]2① ペーパー

足

工具 iダブルアクションサンダー//ソフトパッド
材料 I P240ペーパー

(X              38840→
P400～P600)

●日Bプ ラサフFⅡ (スプレー

パテ仕様)を手元空気圧力

①25～ 0 35MPa(25～

3 5kgf/c市でフラッシュオフ

タイムをとりながら2～ 4回

塗装する。

] 0 プラサフ研磨(歪抜き)

●手作業によ り、歪を確認

しなが ら研磨 し、平滑面

をつくる。

●ガイ ドコー トを使用すると

効果的。

111 プラサフ研磨(全画研磨)

●上塗り塗料に応じた番手の
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口径の]5m m上 カップ式エアスプレーガン
日BプラサフFⅡ 主斉」 日Bマルチ硬化剤
配合比 5i] (重 量比)

手研ざフアイル
P240ペ ーパー

工具 !ダブルアクションサンダー ソ フ トパッド

材料 !P3 2①→P4①O～ P60 0ペ ーパー

上塗り

軽量パテ

具

料
工
材

サンドペーパーで研磨する。
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八イロック、0アフライン プロタッチ
ロックエース、C 1 8 8ライン ブミナロック

4

上 塗 り 塗 装

●高品質な仕上がりが得られ

HBプ ラ

1国塗膜


